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2Jp-5 家庭廃棄物､の有効利用II

一廃油から調製したポリウレタンフィルムの物性一

大妻女大家政　　○西村優子　中村邦雄

　目的　地球環境保全の見地から資源の有効利用及び生分解性高分子として、前回は廃油

　-からポリウレタン（ＰＵ）フォームを調製し、その物性を明かにした。しかしながら発泡

体はその形状が複雑なため、得られる情報は限られている。今回はＰＵフィルムを調製し、

その機械的、熱的、粘弾性的性質を検討した。

　方法　実験に使用した廃油は前回と同様である。ＰＵフィルムは廃油及びポリエチレン

　ーグリコール（ＰＥＧ，ＭＷ＝４００）をＴＨＦに溶解し、ジフェ二－ルメタンジイソシア

ネート（MD I ）を加え、室温で２時間3 0分反応させて調製した。デシケーター中のガ

ラス板上でＴＨＦを徐々に蒸発除去してフィルムを得た。得られたフィルムの機械的性質

はオリエンテック製のテンシロンＲＴＡ－５００を、熱的性質及び粘弾性的性質はセイコ

ー電子工業製のDSC220C及びDM S 1 1 0を用いて測定した。

　結果　廃油を使用して調製したP Uフィルムのヤング率は、廃油無使用のＰＵフィルム

　ーより高くなるが、廃油量が増えるに従って低下することが明かとなった。また廃油の酸価

が高くなるに従ってヤング率は増加した。酸価の増加は油の老化の進行とともに加水分解

が進行し、エステル結合を形成していた油から遊離したカルボン酸が増加することを意味

している。このため－ＣＯＯＨとＭＤＩが反応しウレタン結合が増加する。このことはＰ

Ｕ中の架橋密度が増加することを示唆している。 ＤＳＣ測定によるガラス転移温度（Tg）

が酸価の増加とともに上昇していることからも明かである。

2Jp-6 多価イオンで置換したアルギン酸フィルムの機械的及び熱的性質

大妻女大家政　○菅山喜美代　　西村優子　　中村邦雄

　目的　天然高分子であるアルギン酸ナトリウム（N aA1 g）については、これまでに

　ーゲルの熱的性質等を明らかにしてきた。N a A 1 g、キチン等の天然高分子は地球環境に

優しい生分解性高分子として注目されている。ここでは、各種イオンに置換したフィルム

の水に対する溶解性、機械的性質及び熱的性質を測定し、その物性を検討した。

　左迭　N a A 1 gフィルムを約0.5－1.0％の各種金属塩化物水溶液中に浸し１～３

価のイオンに置換したアルギン酸フィルムを調製した。水に不溶かどうかは置換後乾燥し

たフィルムを再度水中に浸漬し膨潤あるいは溶解するかにより判定した。引張強伸度はオ

リェンテック製のテンシロンＲＴＡ－５００を用い、熱的性質はセイコー電子工業製のＤ

S C 2 2 0 Cを用いて測定した。

　枝差　N a A 1 gはC aイオンの置換により“egg－box"と呼ばれる強固なゲル

を形成することはよく知られている。しかし他のイオンによるゲル形成能についてはその

詳細は余り知られていない。C a^゛以外にＣ u^*,B a^゛などのイオンに置換すると、同様

に強固で水不溶のフィルムが得られることが分かった。これらアルギン酸フィルムの強度

はイオン半径が大きくなるにしたがい低下し、伸度は高くなった。これはイオン半径の増

加と共に、アルギン酸分子の分子間相互作用が弱まるためと考えられる。熱測定結果もこ

のことを支持した。
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